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平安時代 名前

問1 11世紀後半から始まった、天皇が位をゆずって上皇（太上天皇）となったあとも、引き続き政務を執り行う政治の形態を何と呼びますか。
（2019年 和歌山県公立入試 類似）

1. 院政 2. 公武合体 3. 親政 4. 摂関政治

問2 平安時代に藤原氏が長期にわたって政治の実権を維持できた仕組みについて、その理由として最も適切な説明はどれですか。 （2023年 鹿児島県公立入試

類似）

1. 自分の娘を天皇の妃とし、その子
供を次の天皇に立てることで、母方
の祖父や親戚として政治を補佐した
ため。

2. 地方の有力な武士団を直接組織し
、反対する貴族や寺社を軍事的な力
で抑え込んだため。

3. 天皇を退位させた後に上皇として
院庁を開き、天皇に代わって政治の
決定を下す体制を整えたため。

4. 地方の荘園の持ち主から土地の寄
進を受け、その管理権を独占するこ
とで国家の財政をすべて掌握したた
め。

問3 平安時代初期の東北地方における、朝廷の支配拡大の様子を説明した文として最も適切なものはどれですか。 （2020年 島根県公立入試 類似）

1. 朝鮮半島から移り住んだ渡来人を
重用し、最新の稲作技術を東北地方
に広めた。

2. 多賀城や胆沢城といった拠点を築
き、軍事と行政の両面から支配を広
げた。

3. 大陸からの侵攻に備えるため、九
州沿岸部から防人を呼び寄せて東北
を警備した。

4. 南蛮貿易による利益を確保するた
め、出羽国に大規模な港湾施設を整
備した。

問4 藤原道長が活躍した平安時代中期には、社会不安を背景に「念仏を唱えて阿弥陀如来にすがり、死後に極楽浄土へ生まれ変わる」という考え方
が貴族から民衆にまで広まりました。この信仰を何といいますか。 （2024年 大阪府公立入試 類似）

1. 法華信仰 2. 浄土信仰 3. 禅宗 4. 本地垂迹

問5 12世紀半ば、平安時代の朝廷内では、天皇や上皇、摂関家の間での激しい権力争いが続いていました。これらの争いを武力で解決するために、
平清盛や源義朝といった武士の力が利用された保元の乱や平治の乱の結果、社会にどのような変化が訪れましたか。 （2024年 奈良県公立入試 類似）

1. 仏教勢力が朝廷から完全に排除さ
れ、神道中心の政治へと移行した

2. 地方の農民が武装を解除し、荘園
制が崩壊して一国一城の主となった

3. 武士が朝廷の権力争いを解決する
力を持つ存在として、政治への影響
力を強めた

4. 貴族が政治の主導権を完全に取り
戻し、律令制が強化された

問6 飛鳥時代から平安時代にかけての日本と中国の王朝との外交に関する出来事について、時期の古いものから順に正しく並んでいるものはどれで
すか。 （2015年 富山県公立入試 類似）

1. 小野妹子の派遣 → 白村江の戦い
→ 最澄・空海の入唐 →
遣唐使の停止

2. 最澄・空海の入唐 →
小野妹子の派遣 → 白村江の戦い →
遣唐使の停止

3. 小野妹子の派遣 →
最澄・空海の入唐 → 白村江の戦い
→ 遣唐使の停止

4. 白村江の戦い → 小野妹子の派遣
→ 遣唐使の停止 →
最澄・空海の入唐

問7 平清盛が経済基盤を強化するために、現在の神戸市にあたる大輪田泊を整備して積極的に進めた、当時の中国の王朝との貿易を何といいますか
。 （2020年 大分県公立入試 類似）

1. 勘合貿易 2. 日清貿易 3. 日宋貿易 4. 日明貿易

問8 平安時代中期、遣唐使の廃止などを背景に日本の風土に合った国風文化が栄えました。この時期にかな文字を用いて執筆され、主人公である光
源氏の生涯を描いた、世界最古の長編小説とも評される文学作品を選びなさい。 （2024年 島根県公立入試 類似）

1. 更級日記 2. 枕草子 3. 竹取物語 4. 源氏物語

問9 奈良時代には『万葉集』に見られるように、漢字の音や訓を日本語の表記にあてはめた「万葉仮名」が使われていましたが、平安時代になると
、漢字を簡略化するなどして日本独自の文字が作られました。この文字が普及したことで、人々の感情や生活を細やかに表現できるようになっ
た日本独自の文化を何と呼びますか。 （2019年 長野県公立入試 類似）

1. 天平文化 2. 飛鳥文化 3. 弘仁・貞観文化 4. 国風文化

問10 七百九十四年に実施された平安京への遷都と、その時期に進められた政治改革の背景について説明したものとして、最も適切な記述を選びなさ
い。 （2023年 大阪府公立入試 類似）

1. 全国に国分寺や国分尼寺を建立す
ることで、仏教の力によって国内の
政情不安や疫病を鎮めようとした。

2. 奈良の寺院勢力などの宗教勢力が
政治に介入することを防ぎ、律令制
に基づいた天皇の権威を回復しよう
とした。

3. 壬申の乱という大規模な内乱を経
て即位し、新しい都で天皇の絶対的
な権力を確立しようとした。

4. 大化の改新によって蘇我氏の影響
力を排除し、唐の律令制度を本格的
に導入して中央集権体制を確立しよ
うとした。

問11 平安時代、遣唐使の廃止などを背景に日本独自の「国風文化」が発達しましたが、この時期に貴族が住んでいた、中心となる建物と廊下、池の
ある庭園などが特徴的な建築様式を何といいますか。 （2014年 和歌山県公立入試 類似）

1. 武家造 2. 書院造 3. 寝殿造 4. 合掌造

問12 藤原道長や頼通の時代には、平等院鳳凰堂に代表されるような華やかな貴族文化が栄えました。この時期、社会不安を背景に「死後に極楽浄土
へ生まれ変わることを願う信仰」が貴族から民衆へと広まりましたが、この信仰を何といいますか。 （2016年 香川県公立入試 類似）

1. 禅宗 2. 法華経の信仰 3. 神仏習合 4. 浄土信仰

問13 平安時代中期、藤原道長やその子の頼通は、自分の娘を天皇の后（きさき）として送り込み、その子供を次の天皇に立てることで政治の実権を
握りました。このように、天皇の母方の親戚（外戚）として、天皇が幼少のときには摂政、成人した後には関白となって政治を行う体制を何と
いいますか。 （2021年 神奈川県公立入試 類似）

1. 摂関政治 2. 執権政治 3. 武家政治 4. 院政

問14 1156年に起きた保元の乱は、鳥羽上皇の死を契機として皇室や摂関家が二つの勢力に分かれ、そこに武士が加わって戦われた政争です。この乱
がその後の社会に与えた影響について述べた文として、最も適切なものを選びなさい。 （2025年 栃木県公立入試 類似）

1. 貴族間の対立を解決するために武
力が必要とされた結果、武士が政治
権力を握るきっかけとなった。

2. 北条氏が執権としての地位を確立
し、全国の武士に対して御成敗式目
（貞永式目）を制定した。

3. この戦乱の直後に源頼朝が征夷大
将軍に任命され、鎌倉に武家政権が
誕生する直接の原因となった。

4. 武士の勢力が完全に排除され、天
皇を中心とする律令政治の仕組みが
力強く復活することになった。


